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Re’sume一

　　　The　term，　“browsing”　is　regularly　used　in　various　situations．　Hence　it　is　important　that　any

consideration　of　the　meaning　of　the　term　“browsing”　must　not　be　restricted　within　the　range　of

library　and　information　science．

　　，　ln　this　study，　descriptions　of　“browsing”　are　collected　and　examined．　Such　descriptions　are

citations　from：　English　dictionaries；　newspaper　articles　in　English　and　Japanese；　lnternet

articles　in　English　and　Japanese；　and　papers　in　Japanese　on　subjects　other　than　library　and

information　science．

　　　These　sources　show　that　the　term　is　now　used　in　a　much　broader　sense　than　its　original　one

of　“to　eat　plants”．　The　term　is　even　used　with　audio　data，　chance　and　information　in　general　as

its　object．　This　is　due　to　the　fact　that　the　concept　of　the　object　of　“browsing”　has　broadened

from　one　prototype　“eating”　while　retaining　the　common　factor　of　“to　select　what　one　needs

from　many”．　As　a　result，　it　was　found　that　anything　can　now　be　the　object　of　browsing，　insofar

as　it　can　be　perceived　as　“information”　for　a　person；　namely　the　browser．

　　　In　conclusion，　“browsing”　is　currently　defined　as：　that　action　whereby　one　selects　what　one

needs　from　many　items，　according　to　certain　standards，　using　all　the　senses　one　can　employ，　in

order　to　satisfy　a　vague　requirement　for　information．
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1．はじめに

A．問題意識

　本稿での問題意識は2点ある。1点は既存定義

のわかりにくさに対して，もう1点は既存の定義

の対象とする範囲の狭さに対しての問題意識であ

る。

　ブラウジングという語はしばしば使われる語で

あるが，その定義は曖昧でわかりにくいものが多

い。そのような印象を与える理由の一つは，書架

を眺める行為も，本をぱらぱらと拾い読みするこ

とも，Webページを閲覧するのも全て「ブラゥジ

ング」と呼ばれていることである。そこで，なぜ

このような一見異なる行為を同じ名で呼んでいる

のか，あるいは，同じ名で呼ぶことができるのか，

「ブラウジング」とは一体何であるのかを明らか

にするのが本稿の目的である。

　また，この語は図書館・情報学の文脈に限らず

多くの場面で用いられているが，図書館・情報学

の既存の「ブラウジング」の定義のほとんどは図

書館やデータベースなどを念頭に置いた，狭い枠

の中だけのものになっていることもまた問題であ

る。

　これら，図書館・情報学での既存のブラウジン

グの定義が曖昧であることと，それが狭い枠の中

にとどまっていることとは関連した事象であると

考える。すなわち，図書館や学問的情報検索のみ

を念頭に置いた狭い枠にとどまって考えているた

めに，ブラウジング定義の必要とする全要素を捉

えることができず，曖昧にならざるを得ないので

はないだろうか。

　そこで本研究では，これまで注目されてこな

かった図書館・情報学での研究以外での「ブラウ

ジング」という語の使われ方に焦点を当てること

とした。これを既存のブラウジング定義と併せる

ことで，図書館・情報学でのブラウジング定義が

より実態に近く，必要十分なものになっていくと

考える。

B．調査内容

　本稿ではまず先行研究によるブラウジングの位

置付けを確認し，用例収集によりブラウジングの

何たるかを検証する。ここでは辞書，新聞，Web

ページ，他分野の論文内での用法を調査し，その

対象や行動の概念の範囲を確かめた。
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図書館・情報学における

ブラウジングの定義

A．ブラウジングに関する先行研究

1．用語集の定義

　日本図書館学会編『図書館情報学用語辞典」

（1997）では，「ブラウジング」を以下のように定

義している。

書架上で本の背表紙を気の向くままにながめ

読みしたり，特定の目的を持たずに本を手に

取って中身を拾い読みしたりする行為。（中

略）ブラウジングにより，資料検索とは異

なった方向から偶発的に関心事に該当する資

料を得ることもできる1）。

　そして，H．　Young編The　A　LA　GIossary　Of

Library　and　information　Science（1983）では以

下のようになっている。

①図書館コレクションに目を通すこと。ある

　いは，関心のある資料を，特定のものをで

　はなく漠然と求めて，ファイル中のレコー

　ドを通してみること。

②マイクログラフィックスの用語で，マニュ

　アルまたは自動リーダーを用いて，複数の

　マイクロ形態の画像を高速で走査するこ
　と2）・　3）。

　また，Hαrrod　’s　Librarians’　Glossarツ　and　Ref－

erence　Book．9th　ed．（2000）では“無計画に図書

や文書のコレクションの内容を調べること（To

investigate，　without　design，　the　contents　of　a

collection　of　books　or　documents．）”4）・　5）という

説明をしている。

　いずれもその対象に図書のコレクションを含

み，“気の向くままに”，“特定の目的を持たず”，

“漠然と”，“無計画に”という表現で，計画的で組

織的な情報検索とは一線を画している点では共通

している。しかし，図書の内容やマイクロ資料を

含むか否かについては全く統一が取れておらず，

近年多用されるWebやデータベース検索結果の

画面を見るというような意味については2000年

改訂の血770薦ですら触れていない。

　一一方，日本科学技術情報センター編『科学技術

情報ハンドブック」（1986）の定義6），情報処理学

会編『新版情報処理ハンドブック」（1995）の田村

による定義7）は以下のようになっている。

情報検索時に，情報要求内容とは異なる，あ

るいは間接的に関連する情報を発見，あるい

は偶然にも見つけだすことをブラウジング

（Browsing）といい，この種の調査行為，すな

わちとくに目的を定めず行う検索をブラウジ

ング・サーチ（Browsing　Search）という6）。

たとえば図書館の書架の間を特に探す物を決

めずに歩き回ったり，雑誌をぱらぱらとあ

くっておもしろそうな記事を拾い読みした

り，情報検索システムで検索結果を一覧画面

で眺あて役に立ちそうな物を拾い出したりす

るような，検索目標や検索方法を明確にしな

い検索形態である7）。

　前者ではブラウジングの対象には特に言及がな

く，情報一般について述べられていると考えられ

る。この定義で重要なのは，対象ではなく，「偶

然」あるいは「目的を定あない」という探索の方

法である。その点で，この定義も初めの3っの定

義と共通している。田村の定義でも，書架や画面

などが例示されているものの，対象は定義中に定

められているわけではない。対象よりも「検索目

標や検索方法を明確にしない」という手法に重点

が置かれている。

　以上5つの用語集の定義をまとめると以下の

ようになる。ブラウジングとは，狭義には図書館

内の資料や検索結果を対象にし，広義には情報一・

般を対象としているもので，対象よりも探索目標

の不特定さ，気ままさ，偶然さといった探索の手

法に特徴のある行為である。

次項では，先行研究の中から5っの説を挙げ
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る。以下の5説は，ブラウジングを中心課題とし

た比較的説明の詳しい論文であることと，今回調

査した中で被引用回数の多かった論文であること

から選択されている。

2．Hernerの説（1970）8）

　Hernerはブラウジングをその特定度から3種

に分けて説明している。

　1つ目は“志向性のあるブラウジング”9），ある

いは“直接的ブラウジング”4）と訳されている

“directed　browsing”である。それは，探索者は

特定の意図や目標を持って探索を心あるが，正確

な探索方法がわからずにブラウジングの過程をた

どるという状態である。

　2っ目は“undirected　browsing（志向性のな

い；非直接的ブラウジング）”である。これは逆

に，特定の，もしくは意識された意図や目標を持

たないブラウジングである。暇つぶしや，何か有

用なもしくは面白いものはないかと淡い期待を抱

きながら大量の出版物を吟味するというような探

索がこれに当たる。

　3っ目は“semidirected　or　predictive　brows－

ing（半直接的または予言的な；中間的なブラウ

ジング）”である。これは雑誌や新聞の購読，会議

への出席，同僚との会話など，決まったものにア

クセスしている場合が当てはまる。方法が特定さ

れているため，予言可能な行動になる。探索者が

情報のあることを事前にわかっているとは限らな

いが，特定のメディアの選択により，結果を得る

確立は増加する。

　以上のHernerの定義をまとあると，ブラウジ

ングという探索行動は，探索の意図や目的か探索

方法のいずれかもしくは両方が特定されず，曖昧

な場合に行われるということになる。

3．ChangとRiceの説（1993）lo）

　ChangとRiceは，先行研究の分析から，ブラ

ゥジングのよりよい理解のためには，従来のよう

に学問分野を限定せずに多分野からアプローチす

ることが必要だと主張する。その上で，6っの学

問分野を挙げて，それぞれの分野でブラウジング

がどのように考えられているかを述べている。6

っの学問分野とは，図書館・情報学，エンドユー

ザー情報検索とシステムデザイン，消費者行動，

マスメディア視聴者，組織的コミュニケーショ

ン，道と環境デザインである。

　そして，各6分野ではブラウジングを異なった

見地から捉えているとしながら，その中から共通

する要素が浮かび上がったと述べる。そして，そ

の5っの要素がブラウジング現象の基礎となる

ものであるという。5っの要素とは，背景・状況，

行動，動機，認知，資料の5要素である。

　そしてさらにその5っの要素から，ブラウジン

グの主な特徴を挙げている。それは，アクセスの

しゃすさ，柔軟性，相互性，結合性，多様性の5

っである。アクセスのしゃすさとは，様々な情報

的刺激の中に自らを晒し，そこから，そのような

行動を取らなければ知りも出会いもしなかったも

のを抽出していくことができるということであ

る。柔軟性とは，望む通りの容易さで抽出できる

ということである。相互性とは，潜在的に有用性

を持つ情報刺激に直接アクセスできることであ

る。結果的にそれが重要か，有用かという判断に

対する負担を削減する。結合性とは，情報刺激に

直接連結しているということである。これはブラ

ゥジング対象の組織化状態に依存するものであ

る。そして多様性とは，動機の面で内発的でも外

発的でもありえ，方法の面で非計画的でも経験的

でもありえるという点を指す。

4．Levineの説（1969）11）

　Levineは，ブラウジングは“書架やたくさんの

一次資料を，感覚を総動員して吟味する楽しい探

求過程である”と述べている。そして，他の人に

は行き当たりばったりのように見える可能性はあ

るが，本人は目的があって行うものであるとも言

う。彼女によると，ショッピングも，美術鑑賞も，

動物園に行くのも，知らない街の通りを歩き回る

のも，田舎を歩くのもブラウジングの一種であ

る。

　また，探索者がある1冊を選ぶときの要因とし

て背文字の金箔や古びた様子などを例示し，それ
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がいかに些細なものでありうるかを示している。

つまり，その探索に目的があったとしても，決定

要因の些細さのために探索者は全ての感覚を用い

て吟味判断していかなければならず，逆に，故に

それがブラウジングであるというのがLevineの

定義であると理解できる。

　論文の発表時期が早く，彼女はWebの存在に

触れていない。しかし，仮にWebを取り上げて

いたとしても，彼女の説によると，ブラウジング

の対象は必ずしも図書や雑誌，Webページなど

一般的に情報源と考えられているものでなくても

よいということになる。

5．海野の説（1987）4）

　海野は「図書館蔵書に対するブラウジング」の

中で“1冊の図書の内容に対するブラウジングと

図書のコレクションに対するブラウジングは，基

本的に区別した方がよい”と述べ，ブラウジング

を（1）資料のコレクションに対するブラウジン

グ，（2）1次資料の内容に対するブラウジング，

（3）2次資料の内容に対するブラウジング，（4）オ

ンライン検索システムにおける検索結果に対する

ブラウジング，（5）オンライン検索システムにお

ける索引語に対するブラウジングという5っの

カテゴリーに分類している。

　したがって，ブラウジングの対象とみなされる

のもこの5種ということになると考えられる。

Webについての言及がないのは発表時期から考

えて仕方のないことであるが，その他の図書館外

の情報についても触れておらず，初めから図書館

蔵書の範疇で考えているように見られる。

6．Aptedの説（1971）12）

　Aptedはブラウジングを“一般的なブラウジン

グ（General　browsing）”，“一般的で目的のあるブ

ラウジング（General　purposive　browsing）”，“特

別の目的を持つブラウジング（Specific　brows－

ing）”の3種に分けた上でそれぞれを説明してい

る。

　“一般的なブラウジング”は，買ったり借りたり

する物を決めるたあに図書を見渡す行為である。

これは情報学での用法というよりもより一般的な

概念であり，情報学の文脈ではブラウジングとは

より目的のある行動であるとAptedは言う。

　“一般的で目的のあるブラウジング”は，何か新

しく有用なものの発見があることを期待して，資

料，学術雑誌，図書や他のメディアを探す行為で

ある。そこで求められているものとは，重要であ

るとわかっている情報ではない。計画的か否かに

かかわらず，特定はできない「何か」を期待した

探索である。Aptedは，特別な目的なく，楽しみ

のために読むという行為は情報学の文脈での

browsingの原型であると述べている。

　“特別の目的を持つブラウジング”は，検索ツー

ルを用いるものの，正式な探索戦略を持たずに文

献探索をする行為であるとされる。このとき探索

者は自分の探索の方向性についての知識を持って

おり，でたらめや無計画に探索を行うのではな

い。

　Aptedの3種のbrowsingに共通しているの
は，対象が主に図書や雑誌等，情報源として認識

されているものであるという点である。そして，

3種の相違点は，探索の対象がどれだけ探索者に

よって特定されているかにより生じている。

　また，情報の特定度については2っの視点があ

ることがわかる。一一っは対象とする情報の内容に

ついて，もう一つは情報のある場所についてであ

る。一般的なブラウジングでは，場所はある程度

特定されており，内容については特定されていな

いと読み取れる。一般的で目的のあるブラウジン

グでは，両方とも特定されていないと考えられ

る。そして，特別の目的を持つブラウジングでは，

内容についてはかなり特定されているが，場所が

わからない状態であると読み取れる。

　したがって，Aptedの説については2点にまと

δ6ることができる。まずブラウジングの対象は，

図書に代表される情報源である。そして，探索の

対象となる情報の特定度は一概に低い，あるいは

高いと言い切れるものではない。
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B．先行研究による定義と対象

1．表についての説明

　前節で挙げた研究にその他13）一36）を加え，その

対象を表にしたのが第1表である。

　ここでは，対象を「物」，「環境」，「非視覚的対

象」，「場所」，「性格」の5っに整理している。具

体的な形を持つもの，または具体的に指し示すこ

とのできるものは「物」とされている。具体的に

指し示すことができず，探索者を取り巻く環境や

状況などに関わるものは「環境」とされている。

その他の目に見えないものが対象となる場合は

「非視覚的対象」としてまとめられている。また，

探索がどこで行われるかが特筆されている場合は

「場所」としてまとめられている。そして，上記4

つとは別に，対象となるものがどのようなものか

という観点として「性格」を設けている。

　また，第1表全体は，第2表以降では「対象」

の部分に包含される。

2．先行研究における「ブラウジング」の対象

　表からは，ブラウジングの対象がかなり広範に

広がっていることがわかる。しかし，定義文中に

対象として明記されたものは，意外にもそれほど

多くない。対象を明記しているのは用語集と

Hyman14），　Bankapur22）の二人のみであり，いず

れも書架もしくはコレクションと図書・文書に印

が付いている。この図書館コレクションや図書を

対象と言及している研究は用語集と1971年以前

の研究に集中しているたあ，これが外すことので

きない対象であり，browsingという語が図書

館・情報学で使われるようになった当初からの対

象であることが確認できる。

　その他に，目録や索引など二次資料として使用

されるものも対象とされている。一次資料と二次

資料の差はあるが，どちらも冊子体，カード，画

面などといった物理的対象を目で追うという作業

には変わりはない。

　コンピュータについて触れている研究は今回の

調査ではあまり多くなかった。これは文献を選ぶ

段階で，近年膨大にあるWeb関連の文献よりも

初期の図書館を中心とした文献を優先して調査し

たたあである。ThompsonとCroftが述べるよ

うに，コンピュータ画面やハイパーテキストは画

面をスクロールして見ていく他内容を知る手段が

ない36）。この意味で，コンピュータ画面を対象と

する考え方は，冊子体のページをあくる感覚に近

いものと考えられる。

　図書館・情報学から離れ，店の商品やショッピ

ングモールでのウインドウショッピングをその対

象としている研究は6件あり，しかもかなり初期

から言われていることがわかる。これは，内容は

図書館から離れているが，行動形態は変わらない

ためであると考えられる。ここでの対象は，商品

の並ぶ「棚」であったり，書架の並びと同様に一

覧できるウィンドウであったりと，図書館の中に

ある対象と物理的形態はほぼ同じである。

　「物品」という対象だけでなく，「環境」もその

対象にされている。これは，書架の並びの「自分

を取り囲むもの」という要素が発展したものと考

えられる。表からも，比較的新しい考え方である

ことが見て取れる。

　これまでの対象は全て主に視覚で捉えるもので

あったが，対象は視覚的なものに限らないとして

いるのが前述のLevineとChangらである。

Levineは紙の質感や部屋の様子を具体例として

挙げている。ページの質感は図書をぱらぱらと見

る過程でわかるものであって冊子体という対象

の，部屋の様子は書架など取り囲むものを見る感

覚の延長であると考えることができる。しかし，

使う感覚が視覚からその他全感覚に広がったとい

う点は極めて重要であろう。

　ブラウジングに関する先行研究は以上に挙げた

ものだけでなく数え切れないほどある。しかし，

定義や分類についてまとあたものが主であり，現

在の用例を調査内容としてまとめた研究は見つけ

ることができなかった。ここまででブラウジング

の対象はかなり広範に渡って考えられているとい

うことは明らかになったが，実際にはどのように

言葉が使われているかは示されていない。そこ

で，以下の調査を行う。

6



Library　and　Information　Science　No．47　2002

第1表　先行研究の定義によるブラウジングの対象

6oO
①
ご

菖
6

99掌田

蕾95＜

蓉＆毛9醒

奮豊．婁§ §雪蕾藷

£豊濤塁出

§巴窪き∩

語巴ε窒話

圏忌糞58蚕塁

語9・窪爵

蕾2壽9聾謡

蕊9臨通

奮豊墾葦ぎ8

蕗9毯函
奮巴善国 ま豊§h

ま豊碧§出

ま豊型魯Q

ま8宕碧山

ま豊詫Q

墓雪型薯さ

引用番号 1 6 7 3 5 13 11 8 14 15 16 17 18 19 ll 4 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 10

書架 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

コレクション △ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

図書・文書 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

新聞 ○ ○ ○

学術雑誌 ○ ○ ○ ○

マイクロ画像：資料 ◎ ○

コンピュータ ○ ○ ○ ○ ○

資料そのもの ○

関心のある資料・情報 ◎ ○

区間 ○

検索結果画面 ○

物 主題探索 ○ ○

著者探索 ○

引用探索 ○ ○

目次 ○

脚注 ○

目録 ○ ○ ○

索引 ○ ○ ○

語彙 ○ ○

全文 ○ ○

商品 ○ ○ ○

テレビ ○ ○ ○

情報一般：特定せず ◎ ○

インフォーマルコミュニケーション ○ ○ ○ ○

環境の知覚と認識 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
環 建築的デザイン ○ ○

境 展示的デザイン ○

位置関係 ○

道を探す ○ ○ ○

非視覚

視覚的なものに限らない

?の質感
○ ○○ ○

的対象

インクの色

ﾐのにおい

○○

ショッピングモール ○ ○ ○

図書館 ◎ ○ ○ ○
場 書店 ○

所 博物館・動物園 ○ ○ ○

美術鑑賞 ○

町・田舎 ○

性 特定された対象 △ △ △ △ △

曖昧な対象 ○ △ △ △ △ △
格 全く定義されない対象 ○ △ △ △ △

＠

o
A

定義中で特定されている対象

説明中に登場し，当てはまるとわかっている対象

場合によりそのいずれかが当てはまるもの
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III．一般におけるブラウジングの用例調査

A．調査目的と方法

1．調査目的

　前章では，現在の図書館・情報学におけるブラ

ウジングの用法を示してきた。そこでの主な用法

は，書架での探索，図書の試し読み，新着雑誌の

チェック，Webやデータベース検索結果のブラ

ウザでの閲覧というものであった。しかし「ブラ

ゥジング」が何であるかをより明確にするために

は，この範囲にとらわれずに考える必要がある。

　そこで，「ブラウジング」という語が実態とし

て，すなわち図書館・情報学以外のところではど

のように用いられているのかを明らかにするた

あ，以下の調査を行う。

2．調査方法

　今回の用例調査では辞書，新聞，Webページ，

他分野の論文と用語辞典という4項目を対象と

した。

　辞書については，Oxfo　rd　English　Dictionary

2nd　ed．（OED）と主な現代英語辞典4種，類語辞

典2種で「Browsing」または「Browse」の定義

を調べた。語のより細かい意味を探るために全て

英英辞典を用い，英和辞典は対象としなかった。

なお，『日本国語大辞典』第2版や『広辞苑』を始

めとする国語辞典でも調査を行ったが「ブラウジ

ング」または「ブラウズ」を見出し語とする掲載

はなかった。

　日本語の新聞については，朝日新聞，産経新聞，

毎日新聞，読売新聞と日経4紙（日本経済新聞，

日経産業新聞，日経流通新聞，日経金融新聞）の

Web全文データベースで「ブラウジング」をキー

ワードに検索した結果の2002年8月30日現在

の全心を対象とした。英語の新聞については

Wαll　Street／b曜ηαZの全文データベースで

「Browsing」をキーワードに検索した結果のう

ち，2002年9月6日現在の最新から11件を対
象とした。

　Webページについては2002年10月31日か
ら12月6日の期間に「ブラウジング」と「Brows一

ing」についてGoogleで検索を行い，日本語・英

語とも重＝複を除いた上位20件分を対象とした。

　他分野の論文選定については，「MAGAZINE

PLUS」を用いた。キーワードに「「ブラウジング」

を必ず含むもの」という条件で検索を行った結果

から，内容に重複がないように標題から判断して

任意に選んだ10件の論文を対象とした。また情

報科学分野の用語辞典で「ブラウジング」につい

ての記述を調べた。これには「ブラウジング」を

見出し語にしていないものも含んでいる。

B．用例の収集

1．辞書の定義

a．OEDの定義
　OED（1989）37）では「Browsing」に関する語と

して，名詞・動詞の「Browse」，動名詞の「Brows－

ing」，名詞の「Browser」が見出し語とされてい

る。これら全てにおいて筆頭，すなわちこの語の

発生時の意味として掲げられているのは家畜が葉

を食べるという意味である。本を読む，探すとい

うような意味は比喩的意味，または転移した意味

として派生したものであった。

browse，　browze（動詞）

1．a．（自動詞）動物が高木や低木の葉や新

　　　芽を食べること；動物が硬い植物の新

　　　芽や柔らかい部分を食い取ること

　b．（比喩的または転移された意味）

2．（他動詞）食い取って食べること（葉，小

　　枝など）

3．（略式）試論にえさを与える（小枝など）

browsing（動名詞）

1．a．高木や低木の葉や新芽を食べる行為：

　　　新芽や葉；餌場

　b．（比喩的意味）

browser

1．動物にえさをやる人

1．a．草を食べる動物

　b．（比喩的意味）（特に）本を漁る人

8
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（aperson　who　browses　among
books）37）

　ここでまず注目したいのはbrowse　1．a．の後半

で示されている，硬い植物の柔らかい部分を食べ

るという部分である。これはただあるものを食べ

るのではなく，柔らかい部分，つまり自分に必要

な部分を選び取っているという含意があることを

示している。

　browseの比喩的意味を説明する例文として，

まず〇二EDの当該部分の例文6例から4例を挙げ

る。

　1例目は「彼女は古き良き英文学に傾倒し，

“browsed　at　will　upon　that　fair　and　wholesome

pasturage（a　good　Library）”」37）・38）という文だ。

ここでのbrowseは「多くの蔵書の中で読書す

る」という意味に解釈し，「思いのままに良い牧場

（書斎）で書を食べていった（読み漁っていった）」

と訳すのが妥当であろう。この文からは，この蔵

書が読み終わりを気にしなくても良いほどの量で

あることも見て取れる。

　2例目と3例目には“公共図書館を探索して

（browsing　in　the　public　library），　とあるエッ

セーを発見した”37），“地元の本屋で（Whilebrows－

ing　through　a　local　bookshop）あなたの素晴ら

しい作品を見つけた”37）という文を挙げる。この

2例は共に書架で偶然見つけたという用例であ

り，つまりそれを見つけるためによく探したわけ

ではないという含みを持っている。また，図書館

だけでなく書店の書架もその対象となっているこ

とがわかる。

　4例目は「Hobson－lobsonはもちろんまともに

読み通すたあの本ではなく，“but　to　browse　in

something　like”」37）という文である。この文の

後半部は，「どこか気に入ったところをつまみ食

いするたあの本だ」と訳すのが妥当であろう。「ま

ともに読み通す」ものでないとしたら，読み飛ば

す，拾い読み，つまみ食い，という読み方である

と考えるのが自然だからだ。そうだとすると，こ

れは，全て丁寧に見るわけではないという点で2

例目3例目と共通し，必要な箇所だけ選び取ると

いう点でbrowse　1．a．の含意に共通している。

　browsingの比喩的意味も元来の意味と同様に

動詞browseのそれに準じているが，こちらの4

例からもう1例を挙げる。「それを全部読んだと

いうつもりはないが，“browsings”は見つかっ

た」37）という例文である。このbrowsingsは，

「興味ある部分」あるいは「役立っ部分」とするの

がよいだろう。そのように訳せば，自分にとって

必要な「部分」である点，「興味ある部分」という

具象名詞としての用法，全部丁寧に見るわけでは

ないという点で既に挙げたものとの共通性を持

つ。

　browserの例文では“そこではしばしば何気な

く（casual）立ち読みする人（browser）が居座り，

真剣な読者（reader）になる”37）というように

「browse」と「read」の差が表れている。また，

“彼の著作を誉あてくれる好意的読者（amiable

browsers）である友人がたくさんいた”37）という

ように単に「読者」として使われていることもわ

かる。

　以上から，browsingまたはbrowseという語

は動物のえさを食む行為を元々の意味とし，本や

読書に関する意味へと発展してきたことがわかっ

た。そして，動詞browseの要素としては，必要

な部分を選び取る，限界のない広い対象を漁ると

いう行為と，全てを丁寧に見たり探したりするわ

けではない，意図的でなく偶然性があるという4

点が示された。またbrowsingについては名詞的

に，必要な部分，求める対象そのもの，探し求め

る場という含意があるということが示された。

b．現代英語辞典の定義

　17Vebster’s　Third　Alew　international　Dictionary，

Unαbridgea（2000）39）でもOEDと同様，　browse

の筆頭にある意味は家畜に関するものであるが，

本に関する意味がより詳しく説明されている。

browse
他動詞

3a：本に何気なくざっと目を通す：拾い読み

　　する

自動詞

9
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2a：目を引いた一節を手当たり次第（at

　　random）に読みながら本をざっと読む

b：書店や図書館で本にざっと目を通す

。：普通は真剣に買う意図はなく商品を

　　見る39）

　ここでは図書館・情報学でもよく使われる

「ざっと読む」「拾い読みする」という用法が示さ

れている。さらに2cからはその対象が本に限ら

ず商品一般に拡大され，真剣な意図がない点もわ

かる。

　browsingの説明としては“browseする者の

行為”と説明されているが，その対象は“本の中

もしくは植物について”とされている。本につい

ての行為も植物についての行為も，行為としては

それほど違いがないとされていることが示唆され

る。

　Oxford　Advanced　Learner’s　Dictionary
（OA・LZ））．6th　ed．（2000）40）では家畜が葉を食むと

いう定義の存在が薄くなり，以下のようになって

いる。

browse（動詞）

1．店で特定の物を探すというよりも多くの

　　物を見ること

2．本や新聞などのページを，全てを読むの

　　ではなくざっと見ること

3．コンピュータで情報を探す

4．高く伸びている葉を食べる40）

　ここでは，特定の物を探すというよりも多くの

物を見る，全て読むのではなくざっと見るとい

う，今までに挙げてきた要素がより明確に示され

ている。そしてコンピュータと限定はしているが

「情報を探す」という要素が示された。

　Longman　Dictionary　of　ContemPorary　English．

3nt　ed．（1995）41）でも，　OALDの1，2に該当する

部分の記述がやや異なるものの，内容はほぼ同様

である。

browse（動詞）

1．特別に目的を持たず，ただ最も興味を引

　　く部分だけを読みながら本や雑誌などの

　　ページをざっと見ること

2．何か特に買いたいわけでもなく店でたく

　　さんの物を見ること

（以下略）41）

　OA・LDが特定のものではなく多くのものを

ざっと見るという点に焦点を当てているのに対

し，Longmαnでは目的のなさに焦点が当てられ

ている。

　Collins　COB　UILD　English　Dictionary　（1987）42）

の特徴は，他にはない「ゆっくりと（unhurried

way）」という形容と，「何か面白い物を見つけら

れるのではないかという期待」という記述がある

点である。他の辞書に表れていないという意味で

は一般的な考えではないと言えるだろうが，ブラ

ウジングの本質を考える上で重要な概念であろ
う。

browse

1．もしあなたがbrowseするなら，

1．1本や雑誌を，面白そうな部分を読みな

　　　がら軽く（in　a　casual　way）通し見る

1．2　例えば，本屋で本を古美術店で商品を

　　　というように，多くの物を，何か興味

　　　を惹くものがあるかもしれないという

　　　期待を持ちながら何気なく（casua1），

　　　ゆっくりと（unhurried）見る

2．　もし鹿のような動物がbrowseするな

　　ら，植物，特に若芽や若葉をゆっくりと

　　食べること42）

　総じて現代英語辞典については「ざっと見る」

という意味が必ず含まれていると言える。そして

また「特別な目的があるわけではない」，「全てを

じっくり見るわけではない」，「自分に必要な部分

だけを読む・取る」，「期待を持ちながら」，という

要素も見出すことができた。

c．類語辞典

　ここまではbrowsingまたはbrowseという語

一　10　一
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の意味を単独で見てきた。しかし他のどのような

語に類するのかを見て共通点を考えることも

browseという語が意味する概念を捉えるために

は重要である。

　まずThe　Oxfont　Thesαurus．　2nd　ed．（1997）で

はbrowseの類語として，100k　overまたはlook

through，　skim，　scan，　thumb　through，　flip

throughまたはflick　throughの5語が挙げられ

ている43）。この5語の定義を以下に挙げる。100k

overは　“細部に多くの注意を注ぐことなく素早

く調べること”。look　throughは“何かを紙の山

や引出し，ポケットなどから探すこと”。skimは

“要点をつかみながら素早く読むこと”。scanは

“特定の物や人を探しているためにある領域を注

意深く調べること”。thumb　throughは“本や雑

誌などを素早く探すこと”。nip　throughまたは

flick　throughは“本や雑誌などを素早く見るこ

と”となっている41）。このうち100k　throughと

scan以外に共通しているのが「素早く」という形

容であり，3つに共通しているのが「探す」，2っ

に共通しているのが「調べる」である。総じて，

browseという語は素早く探す，または素早く調

べるという特徴を持っているということができ

る。

第2表辞書での「ブラウジング」の定義

語源辞典 現代英語辞典 類語辞典

OED Webster OALD Longman COBUILD Oxford　T． Roget’s　T．

出版年 1989 2000 2000 1995 1987 1997 1992

食い取る ○ ○ ○ ○ ○ ○

偶然発見する ○

ノー
ざっと目を通す・拾い読みする ○ ○ ○ ○ ○ ○

イ丁

情報を探す ○ ○

読む（読み漁る） ○

ゆっくりと・急がずに ○
動

素早く調べる ○ ○

注意深く調べる ○ ○

ちらりと見る ○

必要な部分・興味ある部分を ○ ○ ○

選び取る

場にある量の豊富さ ○

全て丁寧には見ない ○ ○ ○ ○

含 特定のものではなく多くのもの ○

手当たり次第・行き当たり ○

ばったり

意 真剣な意図・特別な目的がない ○ ○

何か発見できるのではという ○

期待がある

細部にあまり注意しない ○ ○

探す目的（物）がある ○ ○

草 ○ ○ ○ ○ ○ ○

対 書物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

書架 ○ ○ △ △ ○

商品 ○ ○ ○ ○ ○

象 コンピュータ ○ ○

特定せず ○ ○

注1類語に現れている意味でマーク
　2　△は本文に直接記述はないが他の記述から類推されるもの
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　Roget’s　lnternational　Thesaurus．　5th　ed．

（1992）では，browseはscan，　skim，　thumb

throughと共に「学習」のカテゴリーに入ってい

る他，go　shopping，　shop　around，　window－shop，

comparison－shoPなどと共に「購買」というカテ

ゴリーにも入れられている44）。現在ではbrowse

という語が買い物の様子にも多く使われること，

しかもウインドウショッピングに代表される，見

て歩き回る買い物の様子を表すのに使われている

ことがわかる。

　以上をまとめたのが第2表である。特に含意の

部分で，元々の意味と現在使われている意味との

間，そして各辞書の説明の間に差があることがよ

くわかる。しかし，重複してはいないものの，こ

れらは全てブラウジングという語に含まれると考

えられうるということになる。

2．新聞での用例

a．日本語の新聞

　日本語の新聞記事で収集した11件45）一55）をま

とめると第3表のようになる。

　日経流通新聞1989年12月の記事では，ぶら

ぶら歩きを狙うという，ショッピングセンターの

新しいフロア作りへの方向転換の試みを取り上げ

ている。「ブラウジング」は，ここではっまり「ぶ

らぶら歩き」，もしくは「ぶらぶら歩きながら周り

第3表新聞記事中の「ブラウジング」の用例（日本語）

ブ ブ ブ ブ ブ ブ ブ ブ ブ ブ ブ
記事

ラ
言 ； ラウ ラウ

ラ ラ ラ ラ ラ
；

ウ ジ ジ
ジ ジ ウ ウ ウ ウ ウ ジ

中 ン ン ン
ジ グ グ

ン ン ジ ジ ジ ジ ジ グ
の語

ン
舌 ノヒ

グ感 グ機

ン ン ン ン ン
ノヒ

グ ア ム 覚 能 グ グ グ グ グ ム

掲載紙 日流 毎日 日産 日経 産経 日経 日経 日経 朝日 朝日 朝日

掲載年 1989 1991 1992 2000 1994 1995 1996 1996 1997 2000 1994

引用番号 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55

草を食む ○ ○

早読み ○ ○

拾い読み ○ ○

ノー幽 検索 ○ ○ ○
イ丁

閲覧 ○

軽読書 ○

ぶらぶら歩く ○
動

想を練る ○

打ち合わせする ○ ○

休息する・くつろぐ ○ △ ○

視野を広げる ○

詣 ゆったりとした環境 ○

他 自在な速度 ○

コンピューター・Webページ ○ ○ ○ ○ ○

対 書籍 ○ ○ ○ ○

新聞・雑誌 ○ △

TV・ビデオ画面 ○

象 街の情報 ○

買い物 ○

△は本文に直接記述はないが他の記述から類推されるもの
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第4表　新聞記事中の「ブラウジング」の用例（英語）

2／11 2／15 2／25 5／11 5／20 5／25 4／15 5／23 4／29 7／17 8／30

引用番号 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66

探す ○ ○ △

閲覧 ○ ○

行 検索 ○

じっくり調べる ○ △

偶然の発見 ○

動 拾い読み △

チェックする ○ ○

あちこち見る ○ △ ○ △ ○

好機 ○ ○

対
買い物

送ﾞ ○

○ ○ ○ ○

冊子 ○

象 Web
I

○

○ ○ ○

書店 ○ ○

△は本文に直接記述はないが他の記述から類推されるもの

を見る」という意味に使われている45）。

　毎日新聞1991年10月の記事は，ブラウジン

グエリアのある新しいオフィスビルの紹介であ

る。本文中で“ブラウジングは「（動物が）草をは

む」こと”と説明されており，机と椅子が置かれ

たブラウジングエリアは“想を練ったり，打ち合

わせなどができる場所”と説明されている46）。

　日経産業新聞1992年5月の記事では当時の

ニューオフィスで提案されたブラウジング・ルー

ムについて書かれている。ブラウジング・ルーム

の用途は“会議や仕事の休憩時間に利用”とされ，

“ブラウジングとは家畜が草を食べる姿を表現し

たもので，ゆったりとした環境でリラックスでき

る空間を意図している”との記述がある。またこ

こは“書棚を置いて雑誌，書籍資料などを気楽

に拾い読みする「ライブラリー機能」”を持ち，

“緊張感をほぐして視野を広げる要素を盛り込ん

でいる”という47）。

　日本経済新聞土曜版2000年7月の記事では

2000年現在のキックボードなどの人気を紹介

し，その理由の1っとして“素早く通り過ぎた

り，じっくり歩いたりと，自分の都合でペースを

変えられる”点を挙げている。この記事では，車

や徒歩にはない速度の感覚を“ブラウジング感

覚”と称し，“適度な速度で街を通過しながら街の

情報を“検索”するという感覚”と説明してい
る48）。

　他の記事は辞書の定義同様に，超高速で紙をめ

くるかのように検索する“ブラウジング機能”49），

“コンピュータによる早読み”50），“パソコンによ

る情報検索”51），“端末で情報を流し読みするこ

と”52），軽読書53）と続く。

b．英語の新聞

　Wαll　Street　lournα1で収集した11件56）一66）をま

とめると第4表のようになる。英語の例の特徴，

あるいは日本語の例との相違は主に3点である。

　1点目は，日本語の記事とは異なり，ほとんど

が純粋に動詞としての使用である点だ。

　2点目は，日本語と使われる語の意味が違う点

である。Wall　Street　lournα1という新聞のため

か，株式の「良い取引を探す（browsing　for　bar－

gains）」という表現を使ったものが2件あった。

日本語の記事のように「草を食む」という元々の

意味に言及しているものはなく，コンピュータ関

連での使用も1件しかなかった。ある記事では

“browsingしたりあれこれたくさん考えたりせ
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ずにちょっと何かを持って帰りたいとき”には新

しいワインを試してみるべきだということを言っ

ている57）。ここでbrowsingすることと熟考する

ことは類似する内容であると考えられるので，こ

のbrowsingは「じっくり調べる」という意味で

はないかと考えられる。これは前項で挙げた“特

定の物や人を探しているためにある領域を注意深

く調べること”という意味であるscanが類語で

あるという記述を裏付けるものである。

　3台目は，日本語と同様の意味に使われている

ものの，対象が異なる物があったことである。日

本語記事での「閲覧」はコンピュータ画面を対象

としていた52）が，英語の方ではその対象が図書館

資料やコンピュータ画面に限られない。ある記事

では，国税庁職員には認められていない納税者の

納税申告書の盗み見を「違法な閲覧（illegal

browsing）」と表現している60）。この記事は

browsingという語は「ちらりと見る」という意

味の延長で「盗み見」という良くない意味でも使

われうるということを示している。

　その他にも，英語新聞記事からは興味深い結果

を得ることができた。先述の「良い取引を探す

（browsing　for　bargains）」については，文脈から

判断して，あるかはわからない物を「あるとい

う期待を込めて探す」，「見逃してはいけない，と

チェックする」という意味であることがわか

る59）・65）。ここで重要なのは，「あるかはわからな

いがあった場合は逃したくない」という意識の暗

示である。

　「偶然の発見」は，主要1000社の業績一覧表が

“特に興味を持つ会社を見つけるのに，また興味

深い発見（interesting　browsing）に向かわせるの

に役立っだろう”58）という文章中で現れた。この

後にはその例として，有名だが破産申し立てをし

てダウ市場から抜けたために表に載らない

Enronとほとんど知られていないEnzonの好業

績を挙げている。これはEnronを探そうとした

が見つからない代わりにEnzonという今まで知

らなかった興味深い会社を発見した，つまり自分

が意心的に探そうとしていたものを探す過程で意

図しなかったものを発見したという例に他ならな

い。しかもこの新たに発見されたものが十分興味

を引くに足るものであるということも重要であ
る。

3．Webでの用例
a．日本語のページ67）一86）

　対象としたページでの用例のほとんどが，Web

閲覧に関するもの，図書館や「ブラウジングコー

ナー」の利用案内，ネットワーク関連の説明のい

ずれかに当てはまり，語の用法もその特徴に準じ

ていた。結果をまとあたのが第5表である。

　Web閲覧に関するページは，ソフトウェアの

紹介やインターネット利用案内，企業の宣伝や

ニュースであり，携帯電話のブラウザに関するも

のも4件あった。また“PHSブラウジングソ

リューション”81）や“ワイヤレス・ブラウジン

グ”84）というようにインターネットの利用という

概念を「ブラウジング」と表したものもあったの

が新聞等との違いである。

　「ブラウジングコーナー」については大学など

教育施設によるもので3件あり，いずれも新着雑

誌や新聞，その他の資料を用意したスペースであ

る。中には“情報ブラウジング”そのものがス

ペースの名前というものもあった76）。

　辞書で主要な意味であった本や雑誌に関する意

味は用語解説67）・68）とブラウジングコーナーにあ

るものとして現れるのみにとどまり，書架を眺め

るという用法に至っては1つが取り上げている

のみである。以下にその例を挙げる。

あなたが探しているものが，一冊の本として

出版されているものであったり，ある雑誌の

○年○（月）号であることがわかっていれば，

それぞれの図書館の閲覧室の書架（本棚）を

直接見て探すこともできるでしょう。書店で

本を探す時のようなこの方法を「ブラウジン

グ」と呼びます。これは探している図書が漠

然としているときには役立ちますが，「ある

一冊」の本を探す場合には，あまり効率のよ

い方法とは言えません。（中略）それでも例え

ば，「経済学について」「キリスト教に関する
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第5表　Web中の「ブラウジング」の用例（日本語）

1 2 32 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

引用番号 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86

立ち読み ○

拾い読み ○

ぱらぱらめくり眺める ○

閲覧する ○ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

行 検索する △ ○ ○

一覧する ○ ○ ○

目的の情報を探す ○ △

動 漠然と探す ○

新着チェック △ △ △

インターネットを使う ○ ○

手がかりを得る ○

談話する ○

本 ○ ○

雑誌・新聞 △ ○ ○

対 書架 ○

Webページ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

画像 ○

象 コンピューターの中身 ○ ○ ○ ○

情報検索 △ ○ ○

情報一般 ○

他 事前に調べず直接 ○

注1　△は本文に直接記述はないが他の記述から類推されるもの

　2　一部リンク無効のトップページ。タイトル中に現れるのみ

図書」などのように，特定の主題にっいて何

か手がかりとなる図書を探したい時には役立

ちます82）。

　この文章は，「ブラウジング」が書架を眺めるこ

とであると言うにとどまらず，それがある特定の

一冊を探すことよりも漠然とした探索に向いてい

ることにまで言及している。特定のものではない

という部分にっいてはOA・LDが示している。し

かし，多くのものを見るというのではなく「漠然

とした探索」や「手がかりを探す」ことについて

は他の用例には見られない。これは図書館・情報

学ではブラウジングの性格として一般的に語られ

ていることが分野外では確かに認知されていない

ということの示唆と考えられる。

　また，ネットワークに関連して，ブラウジング

は“ネットワークで現在利用可能なサーバや共有

を一覧する機能”77）という用例もあった。

b．英語のページ87）一106）

　日本語ページではまだ冊子体を見るという意味

でのブラウジングの用例が見られたが，英語ペー

ジでは用例のほとんどがWebページの閲覧を意

味していた（第6表）。

　ネットスケープのSmαrt　Browsing（表中4）で

は増大したWeb上で必要な情報を簡単に素早く

手に入れるたあにネットスケープの利用を促して

いる90）。ここでのbrowsingは単にWebを閲覧

するだけでなくWebでの情報収集という意味も

含んでいる。

　BR　O　17VSING　AND　SEA　R　CHING　INTERNET

RESO・UR・CES（表中2）というリンクページで

は，SearchingとBrowsingに分けてWeb上で
の情報源を提供している88）。Searchingには横断

型やロボット型のサーチエンジンへの，Brows－

ingにはYahooなどジャンル別に検索できる
ボー：タルサイトへのリンクが張られている。この
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第6表　Web中の「ブラウジング」の用例（英語）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

引用番号 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106

Webの閲覧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

インターネットの利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

検索 ○ ○ ○

情報収集 ○ ○ ○ ○

覗く ○

一覧する ○

固有名詞 ○

ことから，ここではキーワードなど特定のアクセ

スポイントからのWeb閲覧がSearchingであ

り，示されたカテゴリーから選んでたどっていく

のがBrowsingという使い分けがされているこ

とがわかる。

　Guide　to　Web．Browsing（表中13）というサイ

トは初心者のためのインターネット利用教室であ

る88）。ここからはWeb利用がインターネット利

用とほぼ等しく考えられ，共に“Web　Browsing”

という言葉が当てられていることがわかる。

　Leαdership　U．　HelP（表中15）というページで

は，サイト中の情報量が多いたあ“クリックして

違うレベルのページを見てしまう（browsing）代

わりに，ぜひ私たちの用意するサーチエンジンを

使ってください”101）という記述がある。ここか

らは意図的でない閲覧にもbrowsingという言葉

が使われていることがわかる。

　他とは異質の用例も2件あった。1件目は
Browsing　the　A　IPhabets（ゾthe　World（表中

14）loo）というページである。デジタル世界での

文字の扱われ方を解説しているが，本文中に

browsingという単語は現れない。ここでは（あ

まり普段は気にしていない）デジタル世界でのア

ルファベットの世界をのぞいてみようというニュ

アンスで使われていると考えられる。

　2件目のThe　Next　I7V4・Ve（sm）：Auditory

Broωsing　in　17Veb　and　non－Web　Databαsesio3）は

Big　Picture　（sm）：　Visual　Browsing　in　171Zeb　and

non－17Veb　Datαbαses92）と同じサイト内にある

ページである。この両者のタイトルのコロン以下

を見比べると“Auditory”と“Visual”の他は全く

同じで，共に研究プロジェクトや各種情報源への

リンクである。前者には“音のブラウジングにっ

いての調査（Explorations　in　sonic　browsing）”，

“三次元聴覚環境での情報ブラウジング（brows－

ing　information　in　a　3D　auditory　environ－

ment）”，“ブラウジング，サーフィング，ナビゲー

ティングのための聴覚的合図（Auditory　cues　for

browsing，　surfing，　and　navigating）”というよう

な研究が並んでいる。ブラウジングが対象とする

のは視覚的に捉えられるものに限らず聴覚刺激に

まで及ぶということがわかる。また，最後の論題

からはbrowsingとsurfing，　navigatingがそれ

ぞれ違う意味で用いられていることもわかる。

4．他分野での用例

a．情報科学分野の用語辞典での定義

井上壽雄著『最新情報技術用語事典』では，ブ

ラウジングは以下のように定義されている。

曖昧とした情報，漠然たる検索意図で，デー

タベースを検索する形態を指す。検索結果か

らひらめき，連想を期待できることがあ
る107）。

　対象がデータベースに特定されている他は，図

書館・情報学の記述とさほど差はない。

　『岩波情報科学辞典」ではハイパーテキストの

項でブラウジングを“ネットワーク構造の視覚的

な表示”108）と説明している。この定義は日本語

Webページ8，11，12の用法と合致する（第5表

参照）。
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b．他分野の論文での用例

　今回集めた論文10件lo9）一118）の内訳は，電子図

書館に関するものが4件，Webに関するものが

3件，その他が3件となっている。この内容をま

とめたものが第7表である。「構造から判断する」

「配置で判断する」という内容に複数の論文が該

当しているが，これは今までの調査結果にはない

項目である。

　『電子図書館システムのためのブラウジング検

しibrary　and　Information　Science　No．47　2002

　　　　　　　　　　　索機能』という論文では，情報検索は検索キーを

指定するハンティング検索と“対象の分類または

構造化によって情報を選択して検索を実現するブ

ラウジング検索”からなると説明している114）。

　『電子図書館のための適合可能性示唆によるブ

ラウジング支援』では，ブラウジングを視覚化さ

れた文献を逐次参照しながら適合判断を下してい

くこととしている110）。また同文献では“ブラウジ

ングでは，ユーザが満足するだけの適合条件が見

第7表　他分野論文での「ブラウジング」の用例

本 音 ブ ブ イブ視 シW ブ ブ ブ ブ ブ

文 声 ラ ンー覚 W ラ
ラ ラ

ラ
ラ

宇標題中の

プラウジン

ラウジン

ウジング検 タフ障

Pウ

　Wスブ

@ラ

e2
@ζ

ウジング検

多亥感性検 多菱マノ・ミ

ウジング操

多菱〒ナ

語 グ グ 索 スグW ムグ 索 索 1 作 1

引用番号 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118

閲覧 ○ ○ ○ ○ ○

検索 ○ ○ △ ○ ○ ○

利用 ○ △ ○

ノー
内容把握 △ ○

イ丁

試し読み ○

息抜き ○

見ながら探す ○ ○ ○ ○ ○
動

見ながら選ぶ ○ △ ○

構造から判断 ○ ○

空間的アクセス ○

配置で判断 ○ ○ ○

本 ○ ○

書架 ○ ○ ○
仮想空間 ○ ○ ○

対 店 ○

Webページ ○ ○ ○ ○ ○

音声メディア ○

象 画像 ○

データベース ○

インターネット ○

限定無し ○

満足が基準 ○

そ 対象が不明瞭 ○

の
対象が明確 ○

くつろいで ○

他 対象変化の可能性 ○ ○

意識の切り替え ○

△は本文に直接記述はないが他の記述から類推されるもの
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っかった時点で，探索が終了する”とし，適合文

献が全て参照されていなくても良いとしている。

これはブラウジング終了に伴う決定が探索者の満

足度であることを示している110）。

　以上2件を含む電子図書館関連の文献と画像

検索に関する論文115）は全て，類似性や嗜好など

何らかの秩序を持たせて，データを仮想空間中で

配列して見ながら探す行為を容易化しようという

試みである。ここから，論題が示す「ブラウジン

グ」は，この配置などを元にして見ながら探すこ

ととされていると考えられる。

　ここまでで，「ブラウジング」は視覚に大きく

頼った行為であることを裏付ける文献を多く見て

きた。しかし，以下の2例は視覚に頼らないブラ

ゥジングの存在を示唆している。

　『視覚障害者用WWWブラウジングインター

フェースの検討』では，ハイパーテキスト文書の

ツリー型論理構造を用いてリンクを抽出し，音声

出力を介して進んでいくという視覚障害者用のイ

ンターフェースの試作試用を行っている112）。こ

こでの「ブラウジング」はWebを利用し，　Web

ページの内容を理解することではあってもWeb

ページを「閲覧」することではありえない。

　『時間一空間マッピングによる音声ブラウジング

ツール」では，再生しなければ中身のわからない

音声データを，移動する音源を使って空間的な記

憶を活用しながらブラウジングできるインター

フェースの提案を行っている。ここでは“カクテ

ルパーティ効果”を利用して，複数部分を同時再

生して意識を切り替えながら複数の点に注意を配

る方法を“音声ブラウジング”の方法として提案

している109）。“カクテルパーティ効果”とは，騒が

しい場でも特定の相手の話す内容を選択的に聞き

取ることができたり，背後で聞こえた音に気づい

て注意を切り替えることができたりするという聴

覚上の効果である。ここでもブラウジングの対象

は音声メディアであり，視覚での判断は不可能で

ある。ここでの「ブラウジング」は，“多くの対象

に軽く注意を払いながら対象の内容を把握しよう

とすること”と考える他にない。また，この研究

では，音源の移動に伴う話題ごとの固有の場所を

示すことで「ブラウジング」中に聞いた興味ある

部分へのアクセスがなされる。この「場所の記憶

によるアクセス」という方法は，図書館で特定の

本を探すときの場所での記憶に通ずるものであ

る。

IV．用例から見たブラウジング

A．対象について

　以上より，「ブラウジング」という語は家畜が草

を食むという行為から出発したが，現在の対象は

図書・雑誌・新聞，書架や商品棚，コンピュータ

やテレビの画面，街の情報や株取引の好機，仮想

空間とかなり多用に広がっていることがわかる。

1．図表について

　ここではまず，前章の調査から見出した対象を

19（草，書籍，新聞，雑誌，書架，商品（棚），街

並み，Webページ，データベース，インターネッ

ト，ネットワーク・コンピュータ（サーバ），画像

データ，音声データ，テレビ画面，仮想空間，書

類，好機，情報一般，限定無）にまとあている。

そこから草以外の18を形状から分類したものが

第8表である。草は，「ブラウジング」の対象の原

第8表　形状別「ブラウジング」対象

冊子型 棚　型 画面型 無形

図書 書架 Webページ 音声メディア

雑誌 商品陳列 DB検索結果 好機
新　聞 （仮想空間） インターネット

書類 TV・VTR コンピュータ

画像データ 情報一般

仮想空間

街並み・建物内部
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ぐ

　　Webペー・ジ　　　　　　ρ9容の編禦

画面　　　　　　　テレビ画面

　　　　　　　X　　　N
　冊子型　　　　　画像データ

◆・．雑誌の定＿き行諭雌

　　N

口口●■

　　図書・雑誌・新聞

）（

内容の編裂
／

　　　　　情報一般

インターネットの利用

無形

コンピュ・一丸の中身

　　凸型　　　　・
　　　　　。ノ

広い・　し・め

　　　　飛ばし読み
仮想空間

書架

囎9●■

データベース

の検索結果

動作の嬬v
音声メディア（商品）陳列棚

　　　×
　　　　　街並み

　　　　　仮想空間

第1図　形状別「ブラウジング」対象の拡がり

型であり，いずれにも分類し難いたあ第8表には

含めていない。第8表を元に，その派生の関連を

図にしたものが第1図である。第1図では，派生

を説明するために，対象とは言えない要素も含ま

れている。

2．用例から見るブラウジングの対象

　第1図の同心円は左右共に，そもそもの意味で

あった「草を食む」という行為の「十分に広い餌

場で木の芽の柔らかいところを選び取って食べ

る」という概念からの派生である。左円は，多く

のものの中から必要な部分を選び取るという要素

から派生している。右円は，餌場の限界のない広

い対象を漁るという要素から派生している。

　必要な部分を選び取るという要素は，書架また

は図書館などの多くの資料の中から必要な図書

（雑誌・新聞）を選び出すという意味に発展した。

このとき，「必要な部分」は図書であり，原意での

木の芽の柔らかいところに相当する。「多くのも

の」は書架または図書館であり，餌場に相当する。

　また，図書と書架は原型からの直接的派生であ

るだけでなく，両者の内容も類似している。ある

いは，図書の集合が書架である。

　左円の図書は，その冊子型という形状から書類

などに対象を拡大する。冊子型の利用方法として

の飛ばし読みや定期チェックは，利用方法の類似

から，対象を好機や音声メディアという冊子型以

外の対象へと拡大している。

　また冊子型は，具体的に指し示すことのできる

ものであって，集合ではなく単体であるという点

から，画面型を派生させている。Webページなど

コンピュータ画面は基本的に読み手が自分でペー

ジを動かさねば内容を確認できず，その点でペー

ジをめくる動作に共通する。

　右円の書架からは，形状の類似により商品棚も

対象として派生している。そして，「棚」という自

分が取り出すのではなく自分を取り巻くものとい

う要素が，街並みや環境一般をブラウジングの対

象とさせている。仮想空間は自分を取り巻くもの

という点で棚型の派生であり，内容から画面型の

派生とも考えられる。

　このように考えると，無形に分類されている対

象は最後に派生してきた意味であると考えること

ができる。英語Webページでよく見られた「イ

ンターネットの利用」という意味は，Webページ

の閲覧，検索から派生し，特にWebの利用を意

識しない場合にも使われるようになったと考える

のが自然である。株取引の好機については，先述

の通り，新着雑誌を定期的にチェックするのと同

様に，興味あるものがあるかはわからないが逃し

たら困る情報という意味内容からの派生と考えら

れる。音声メディアについてはまだ特殊な用法だ
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と思われるが，あるメディアの内容を飛ばしなが

ら概観するという手法からブラウジングという語

が使われたと考えることができる。情報一般につ

いては，他の3区分の属しているものが全て何ら

かの情報に関連するものであることを考えれば自

然に理解できるものではないだろうか。

　そして，以下に述べる一見多様な行動パターン

も，対象となるものの形状に合わせた形であると

いうこともわかる。例えば「いろいろなところを

見る」という内容は，冊子体では「ぱらぱらあく

る」になり，棚では「歩く」に，Webページでは

クリックして進むという様に変化する。

B．行動について

　これまでの調査から挙がった行動も，対象と同

様に派生の概念を用いて考えられる（第2図）。

そしてそれは大きく7っのカテゴリーに分類す

ることができた。第9表にそのカテゴリー，「食

べる」「見つける」「読む」「探す・調べる・選ぶ」

「見る」「考える」「その他」とそれぞれへの分類を

示す。

　そもそもの語意である「食い取る」という行動

は前述の通り，たくさんある木の葉の中から柔ら

かく食べやすいところを選んで食い取るという意

味である。従って，行動の原意（同心円の中心）

は前節の対象と同様に豊富な全体量から必要な部

分を選び取るという要素になる。

　「読み漁る」は大量という意味に通じる。「見つ

ける」の項の「面白そうな物を拾う」「役立ちそう

な物を拾う」については，単純に選ぶのではなく

自分にとって必要な部分を抽出するという意味を

含む。

　「読む」の項に挙げられるほとんどは行動の粗

さ，気軽さを示している（同心円の右上方面）。粗

さは「素早く調べる」や「ぱらぱらめくる」など

にも共通する要素であり，気軽さは「休憩する」

「談話する」といった意味へと派生していったと

考えられる。また，ざっと目を通したり一覧した

りすることで全体の内容や構成を把握することに

なり，全体を見るたあ丁寧に全部を見るのではな

く一部分を見ていくことになる。

　時々偶然の発見を伴うことが「手がかりを得

る」や「視野を広げる」という概念の派生につな

がったと考えられる。そして，今まで気づかな

空間的　　構造・配置か

アクセス　　ら判断

打ち合わ’

せする

貸馬の癌忽

　　　　阪

　　　　　◆◆○
　　　　　　・．。　　　　全体性
　　　　　　　　想を練　　、内容把握
　　視野を広げる

　　　　　発見する
　　　　　　　／

偶然性
（

手がかり

を得る

　　一覧する　　1航吻の」噺α
　　　　　　　　　　
　　　　　　　ちらりと見る
　　　　　　　　　　　
　　　　　ざっと目ミ学識がら見る

興あちミち見る瀬

第2図　用例からのブラウジング行動の拡がり
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第9表ブラウジング用例からの行動の分類

食べる 見つける 読む 探す・調べる・選ぶ 見る 考える 他

食い取る 偶然発見する ざっと目を通 素早く調べる 注意深く調べ ちらりと見る 手がかりを得 休息する

す る る

面白そうな物 拾い読みする 漠然と探す 目的の情報を 歩きながら見 視野を広げる 談話する

を拾う 探す る

役立ちそうな 試し読み 配置で判断 構造から判断 あちこち見る 想を練る

物を拾う

軽読書 見ながら探 空間的アクセ ぱらぱらめく 打ち合わせす

す・選ぶ ス る る

内容把握 方法を明確に 曖昧な情報で 一覧する

しない検索 検索

読み漁る 新着チェック

かったものに気づくという，ほぼ同様の効果が得

られる「想を練る」，「打ち合わせする」といった

意味が生まれたと考えられる。

　探す・調べる・選ぶの項には「素早く調べる」

と「注意深く調べる」，「目的の情報を探す」と「漠

然と探す」という正反対の意味を持っ言葉が並ん

でいる。このことはブラウジングにいくっかの分

類が存在するか，もしくはこの精度や限定度はブ

ラウジングの定義には関わらないかのどちらかを

意味している。しかし全体的には「方法や対象を

限定しない」という意味で用いられることが多い

のは確かである。

V．ブラウジングとは何か

A．対象について

　ここまでの調査から，ブラウジングの対象には

もはや限界はないと言える。語源である草を食む

ことに始まり，ブラウジングという語は図書館等

での図書に関する意味，コンピュータ画面を対象

にした意味，街の様子や店の商品など様々な目に

見えるものを対象にしてきた。そして現在の実態

としては，目に見えないものも対象とするように

なってきている。

　しかし，形態としては限定がなくなったという

ことができても，それら対象がブラウジングを行

う人間（browser）にとっては「情報」として受け

止あられるということは忘れることができない点

である。

　っまり，ブラウジングの対象は人間（browser）

の周りに存在するあらゆる情報源ということにな

る。「情報」というからには，それは客観的実存で

はなく主観的で受け手志向なものである119）。何

が「情報」とされるかは受け手によって異なり，

よって，何が情報源になるかも個人によって異な

ることになる。

B．ブラウジングの定義

　以上を踏まえて，現時点で言えるブラウジング

を定義するとこのようになろう。

　「曖昧さを持っ情報要求を満たすため，利用で

きる感覚全てを用いて，広範で多量な情報源から

何らかの基準をもって必要なものを選び取る行為

である。」

　「曖昧さを持っ情報要求」という部分は，先行研

究め多くに共通する要素である。また，曖昧，つ

まり特定されていないという意味において，探索

の対象がわかっていない場合や探索の意思が明確

でないという辞書での記述に通じる。

　「利用できる感覚全てを用いて」という部分は，

主にLevineの説に拠る。ブラウジングという語

が音声メディアにも用いられていることから，こ

の要素は含むべきであると考える。

　「広範…から必要なものを選び取る」という部

分は，草を食むという原意から導かれる。一っの

ものをじっくり見るのではなく，多くのものを

ざっと見るという辞書の意味にも通じる。

　「何らかの基準をもって」とは，餌場の草の中か

ら柔らかい部分を選び取るという原意から読み取
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れる要素である。

　そして，これまでに挙げた全ての用例に共通す

るのが，ブラウジングとは何らかの情報を得る行

為であるということである。情報要求の自覚の有

無は問わない。そして，情報というからには受け

手に依存するものである。同じ場所でブラウジン

グを行っても，ある人と別の人では違う情報を得

ることになり，同じ人でも時間をおけばまた違う

結果が得られるという現象が導き出せる。後者は

偶然性とも通じるものであり，また，ブラウジン

グが好まれる一因でもある。

C．今後の展望

　今回の調査を通じて，これまでのブラウジング

定義に対し，現在の「ブラウジング（browsing）」

という語の用法がいかに広範であるかという実態

が明らかにされた。その対象は紙媒体だけでなく

あらゆるものに広がっていることも確認できた。

今後は，画像や映像の「ブラウジング」や一般商

店での「ブラウジング」，テレビのザッピング

（zapping）についても，より真剣にブラウジング

として研究対象としていく必要がある。

　また今回の調査では，実際に探索者がどのよう

にブラウジングを行っているのかを確認するには

至らなかった。それは，今回の目的を語の用法を

見ることに置いたためである。別途，行動面から

ブラウジングを考える必要がある。

　加えて，ブラウジングが何であるかを考えるた

あには，情報探索過程におけるその効果を考える

ことも必須である。今後，ブラウジングの行動と

しての実態やその効果を明らかにすることで，よ

り的確な定義を行うことができるであろう。

　執筆にあたってご指導いただいた慶鷹義塾大学

文学部図書館・情報学専攻の上田修一教授，並び

に関係各位に心からの感謝の意を表したい。
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